
国土強靱化 民間の取組事例 302   顧客を守る 

ビジネスにつなげる！ ▶顧客を守る 13レジリエンスに特化した商品やサービスをつくっている 

302 災害時における無人化施工技術 
取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 

建設無人化施工協会 6010705001468 その他防災関連事業者 
（建設業） 

東京都 

 建設業における「無人化施工技術」は、平成 3年 6月 3日に発生した雲仙普賢岳の大火砕流後の復
旧工事において危険区域でも安全に工事を行う目的で開発されました。「無人化施工技術」とは、災
害復旧・復興及び二次災害が懸念される危険箇所での防災工事等において、安全な場所から建設機
械を遠隔操作して施工する技術であり、危険箇所へ立ち入ることなく、安全・迅速・確実に施工を
行うことができる。 

 現在では光ファイバーや無線 LAN といった通信網を駆使し、最大で数 10km 離れた遠隔地から遠
隔操作可能な技術へ発展している。同協会は平成 12年 11月に設立し、平成 27年で 15年目とな
っており、有珠山や三宅島等の火山や土砂災害の現場等、無人化施工実績は 150件以上に達してい
る。また同協会は、無人化施工技術の建設技術審査証明を取得した建設会社 11 社と建機メーカ、
通信機メーカ及びその他必要とされる技術を保有している会社から構成されており、会員は 21 社
となっている。 

 


